
年末年始・春節時期の防疫対策を徹底しましょう！ 

  

  
 

   

 

これから年末年始及び旧正月の時期を迎え、人やモノの動きが一層活発に

なり、病原体の広がるリスクが高まります。 

 

 

 

①海外渡航の自粛 

□アフリカ豚熱、口蹄疫等の発生地域

への渡航は自粛する 

□海外から肉製品を持込ませない 

 

②早期発見・早期届出の徹底 

□毎日の健康観察を入念に行う 

□家畜に異状が認められた場合は、速

やかに、かかりつけの獣医師又は管

轄の家保へ連絡する

③農場における病原体持込み防止の徹底 

＜農場出入り時に注意＞ 

 ※獣医師、家畜人工授精師、資材運搬事業者、集乳業者、工事関係者、団体職員等、

すべての方が対象です 

□車両消毒の実施  □手指消毒の実施 

□各農場専用の作業着・靴の利用 

＜農場での対策＞ 

□農場境界の明確化、看板設置等 

□畜舎、防護柵、防鳥ネット等を点検 

 

 

 

 

 

○各農場の飼養衛生管理者の皆様へ 

  飼養衛生管理向上のために、チェックすべきポイントを 

動画にまとめました。随時更新中です。 

（利用方法）自農場の飼養管理状況確認、従業員教育 など 
 

URL https://www.pref.tochigi.lg.jp/g66/eiseimovie.html 

 

家畜衛生情報（豚・鶏等飼養者の皆様へ） 

※全ての疾病は、ワクチンだけでは防除出来ません。 

ワクチンがある疾病でも、ワクチンを過信せず日頃の衛生管理を徹底しましょう。 

県央家畜保健衛生所 TEL:028(689)1200 FAX:028(689)1279（夜間・休日）090-7205-0895  
県南家畜保健衛生所 TEL:0282(27)3611 FAX:0282(27)4144（夜間・休日）090-7205-1402  
県北家畜保健衛生所 TEL:0287(36)0314 FAX:0287(37)4825（夜間・休日）090-7205-1826 

☑防疫対策チェックポイント！  

令和 6（2024）年 12 月 18 日 

栃木県農政部畜産振興課 


